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合体 Gal(β1-3)Gal(β1-4)Xyl (β1-0)-8er(2) の合成においては酵素反応の供与体としてガラクトシルフルオリドを
用いることによって糖転移反応の収率を向上させることができた。さらに酵素的に得られたオリゴ糖 p-ニトロフェ
ニル (PNP) グリコシドから PNP 基を選択的に切断することによって，これを化学的グリコシル化の基質へと変換
した後，セリン誘導体と縮合して2へと導いた(第三章)0
ガラクトシルフルオリドは化学的に不安定であるなどの欠点を有しているために酵素的なグリコシル化の供与体と
してより適した基質の探索を行った(第四章)。その結果， ふニトロー2- ピリジル (NPy) グリコシドが高い水溶性と
反応性を併せ持っており，高い収率で糖転移生成物を与えることを見出した。






酵素の加水分解基質であるために目的物の収率が低かったが，反応溶液の pH を酵素の加水分解の至適 pH からずら
Qυ ? ?
して反応を行い，生成物の加水分解を低く抑えることによって収率を大きく向上させることに成功した。
以上の研究はいずれもグリコシダーゼを用いる糖鎖合成法として一般的に適用できる方法論に基づいており，今後
様々な糖鎖合成に応用できるものと考えている。
論文審査の結果の要旨
グリコシダーゼによる糖転移反応を支配する因子の考察に基づく，新しい基質の設計や部分保護法の導入などによっ
て，反応の収率や位置選択性などの問題点を大きく解決した。さらにこの酵素反応を化学反応と組み合わせることに
よって，天然、に存在する糖鎖化合物を効率よく合成する新しい手法を示したもので，博士(理学)の学位論文として
十分価値あるものと認める。
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